
※「職場における心の健康づくり～労働者の心の健康の保持促進のための指針～」をもとに作成

セルフケア ラインによるケア

事業場内産業保健ス
タッフ等によるケア

事業外資源による
ケア

４つのケア

メンタル不調を起こさないために











確認テスト

以下の文章の（ ）に最もよく当てはまる文言を選択してください。

パワーハラスメントにより、社員や会社にもさまざまな影響が出る。例えば、
社員に関して言えば（ ）を害することも考えられ、ケースによっては休
職や働けなくなることにもなりかねない。
。

※「あかるい職場応援団」-「参考資料5 管理職向け自習用テキスト」をもとに作成

1. 心の健康 2. 自然環境



正解: 心の健康

解説:
パワーハラスメントを受けた結果、心身の健康を害し、休職に
至ったり、場合によっては退職やその後も健康を害したことで
働けなくなってしまうといったケースも少なくありません。



確認テスト

1. 刑事罰 2. 損害賠償

以下はパワーハラスメントの行為者の責任に関する文章です。文章中の①
（ ）及び②（ ）に最もよく当てはまる文言をそれぞれ選択してください。

もしあなたが行為者になった場合、民事上の責任として①（ ）を請求さ
れる可能性がある。また、ケースによっては、名誉棄損や、侮辱罪、脅迫罪、
暴行罪、傷害罪などの②（ ）に課せられることもある。社会的信用や社
会的地位を失うだけでなく、自身の家庭が崩壊することも考えられる。

※「あかるい職場応援団」-「参考資料5 管理職向け自習用テキスト」をもとに作成



正解:
もしあなたが行為者になった場合、民事上の責任として①（ 損害賠償 ）
を請求される可能性がある。また、ケースによっては、名誉棄損や、侮辱
罪、脅迫罪、暴行罪、傷害罪などの②（ 刑事罰 ）に課せられることもあ
る。社会的信用や社会的地位を失うだけでなく、自身の家庭が崩壊するこ
とも考えられる。

解説:
パワーハラスメントの行為者となった場合、民法の不法行為責任に基づく
損害賠償を請求される可能性があります。実際に、裁判などで賠償責任を
問われる事例が出ています。さらに、刑事事件となると、懲罰や罰金刑に
科せられる可能性もあります。
裁判にならないまでも、組織がパワーハラスメント行為に当たると判断し
た場合は、懲戒処分などで職場内での信用や地位を失ったり、家庭の崩壊
も考えられます。そうならないためにも、日ごろから、自身の言動には十
分注意をする必要があります。

※「あかるい職場応援団」-「参考資料5 管理職向け自習用テキスト」をもとに作成



確認テスト
以下はパワーハラスメントが起こる原因について述べた文章です。文章中の
①（ ）及び②（ ）に最もよく当てはまる文言をそれぞれ選択してく
ださい。

パワーハラスメントの原因は、様々なことが考えられるが、職場の
①（ ）が少なくなっていることや、②（ ）が許されない、
②（ ）への許容度が低いなどもその要因の一つと考えられている。
また、昔ながらの指導方法である、「緊張感を持たせる」ことで人が動
くという誤解も、パワーハラスメントを起こしてしまう原因といえる。

※「あかるい職場応援団」-「参考資料5 管理職向け自習用テキスト」をもとに作成

1. コミュニケーション 2. 失敗



正解:
パワーハラスメントの原因は、様々なことが考えられるが、職場の
①（ コミュニケーション ）が少なくなっていることや、②（ 失敗 ）が許
されない、②（ 失敗 ）への許容度が低いなどもその要因の一つと考えられ
ている。また、昔ながらの指導方法である、「緊張感を持たせる」ことで人
が動くという誤解も、パワーハラスメントを起こしてしまう原因といえる。

解説:
パワーハラスメントが起きる要因として、企業間の競争の激化やIT化、雇用
形態の多様化、考え方の違いなどにより、職場内のコミュニケーションや人
間関係が希薄化することで、異質なものを排除しがちな風土が職場に生まれ
ることが大きな要因と考えられています。また、「緊張感を持たせれば人間
は動く」という固定概念がパワーハラスメントに結びついてしまうケースも
あり、過度な責任感や使命感からくる、「完璧であれ」「努力がすべて」
「強くなくてはならない」「急げ」という考えがパワーハラスメントにつな
がることがあります。

※「あかるい職場応援団」-「参考資料5 管理職向け自習用テキスト」をもとに作成



確認テスト

1. 理解 2. 尊重

以下は職場のパワーハラスメントをなくすために必要なことについて述
べた文章です。文章中の①（ ）及び②（ ）に最もよく当てはまる
文言をそれぞれ選択してください。

職場のパワーハラスメントをなくすためには、職員全員が、十分に
パワーハラスメントについて①（ ）することが必要である。
また、お互いを②（ ）し、理解することも重要である。自ら
の行為がパワーハラスメントになっていないかも常に注意しなけれ
ばならない。

※「あかるい職場応援団」-「参考資料5 管理職向け自習用テキスト」をもとに作成



正解:
職場のパワーハラスメントをなくすためには、職員全員が、十分にパワー
ハラスメントについて①（ 理解 ）することが必要である。また、お互い
を②（ 尊重 ）し、理解することも重要である。自らの行為がパワーハラ
スメントになっていないかも常に注意しなければならない。

解説:
組織は、職員に対し、安全で働きやすい職場環境を整備する責任がありま
す（安全配慮義務）。職員全員がパワーハラスメントについて十分理解し、
その防止に努めることが望まれます。また、職員がお互いを尊重し、理解
し、自らの言動を振り返り、パワーハラスメントが起こらないように努め
ることも重要です。自分の経験や価値観による思い込みがないか、いつも
振り返るようにしてください。

※「あかるい職場応援団」-「参考資料5 管理職向け自習用テキスト」をもとに作成



ご清聴ありがとうございました


